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Abstract: In a separate paper (Kimura et al., 1984), we demonstrated that the in- 
tratesticular inoculation of infective larvae into inbred GN hamsters was a useful method 
for the chronological studies on Brugia pahangi infection. Using this method, we studied 
the sequence of the histopathologic changes of the testes caused by B. pahangi at the 
early stages of infection. Effects of the treatment with diethylcarbamazine (DEC) and 
superinfection of B. pahangi were also studied using the same inoculation method. The 
first group of 8 hamsters was inoculated directly into their testes with infective larvae 
of B. pahangi. The animals were necropsied between 3 and 36 days postinoculation. 
After fixation in 10% formalin, the testes were embedded in paraffin, sectioned and 
stained by routine hematoxylin and eosin staining. The second group of 8 hamsters was 
infected similarly, treated with DEC (300 mg/kg/day for 5 days), and the pathological 
preparations were made as above. The third and fourth groups were first infected sub- 
cutaneously, reinfected intratesticularly 5 months later, and then examined as above or 
treated with DEC as in the second group before being examined pathologically. During 
the study period, most of the inoculated larvae were found intact and free in the in- 
terstitium of testes in all animals. At 7 days postinoculation, localized acute inflam- 
matory cell infiltration characterized mainly by neutrophils was observed at surrounding 
tissue of some larvae in the interstitial tissue. No lesions were seen in the interstitium 
where there was no parasite. At 9 days, chronic inflammatory changes showing lym- 
phocyte and plasma cell infiltration with slight or moderate infiltration of ‘macrophages, 
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epithelioid cells and giant cells were observed. After 11 days, granuloma formation was 
observed. At any stage of experiments, eosinophilic cell infiltration was slight. Ad- 
ministration of DEC produced acute inflammatory reactions which appeared a few days 
earlier than in the non-treated group, but did not enhance histopathologic changes 
around the larvae. Also, in the testes of reinfected animals, the DEC treatment resulted 
in almost the same changes as those seen in animals with only the primary inoculation 
of larvae into the testes and the DEC treatment. Our present findings suggest that 
histological features of inflammatory reactions in the testes of hamsters inoculated with 
B. pahangi are fundamentally the same as in the lymphatic system. The intratesticular 


inoculation of infective larvae can be a convenient and useful method to study early 


pathological changes produced by lymphatic filariae. 
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リン 系 寄生 性 糸状 虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 は , 
糸状 虫 症 患 者 の 割 検 材料 お よび 動物 モデ ル を 用 いて 
数 多く の 報告 が なさ れ て いる . し か し それ ら の 多く 
は 系 状 虫 が 成熟 し , 仔 虫 が 未 構 血 中 に 見 られ る 時 期 , 
即ち patent infection と な っ た 時 期 , 更に は 慢性 
期 に お ける リン 管 ・ リ ンズ 節 ・ 血 管 お よび その 他 
の 組織 の 病変 に つい て の 記載 で あり , 感染 初期 即ち 
幼虫 の 発育 途中 の 時 期 の 組織 学 的 研究 は ほとん と な 
され て いない . その 理由 と し て は , ネ ュ ・ イ ヌ を 用 
いる 場合 , 感染 幼虫 の 足 路 間 皮 下 接種 法 (Ewert, 
1971) に よる と , 幼虫 は 膝 高 リン バ 節 付近 の リン パ 
管 に 集まる の で 幼虫 寄生 リン < 管 の 組織 像 の 観察 は 
可能 で ある が , リン 2 管 の 割 検 に 熟練 し た 技術 が 必 
BORD, 一 方 ゲッ 歯 類 を 用 いた 場合 , 路 間接 種 法 
は 技術 的 に 困難 で , CARICA bn SER RP RS 
法 で は , 幼虫 は 接種 部 位 よ りす みや か に 体内 各部 位 
に に 分散 す る こと に より , 幼虫 の 寄生 部 位 の 組織 反応 
を 追求 する こと が 困難 で ある た めで ある . 

先 に 著者 ら は 近 変 系 GN へ ハムスター の 拭 丸 内 
A, リン 系 寄生 性 糸状 虫 の 一 種 で ある Brugia 
pahangi 感染 幼虫 を 直接 接種 する と , 大 部 分 の 幼虫 
は 他 の 組織 に 移行 する こと な く 塁 丸 内 に と どまり 成 
虫 に 発育 し , 仔 虫 を 産出 する こと を 報告 し た 
(Kimura et al., 1984). こ の 動物 モデ ル を 用 いる と 
感染 初期 ・ 中 期 の 病理 組織 学 的 研究 も 可能 と 考え 
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られ る の で , 著者 ら は GN ^A^45-8APWC 
B. pahangi 感染 幼虫 を 接種 し , 感染 後 36 日 (感染 
日 を 第 1 日 と する ) まで 適時 動物 を 層 殺 し , SOLE 
摘出 , 病理 組織 標本 を 作製 し , 幼虫 に 対す る 宿主 の 
反応 を 観察 した. また この 所 見 を も と に , MARE 
剤 diethylcarbamazine (DEC) を 投与 し た 場合 に み 
られ る 虫 体 に 対す る 組織 反応 の 変化 と , 更に 糸状 虫 
の 重 感染 に 於 ける 宿主 の 幼虫 に 対す る 反応 を 肉 丸 に 
つい て 病理 組織 学 的 に 検討 し た . 


実験 材料 と 方 法 

B. pahangi 感染 幼虫 の Aedes aegypti より の 回 
収 は Ash & Riley (1970) の 方 法 に よっ た . 多数 
の 感染 幼虫 を 滅菌 ハン クス 液 (1 ml 中 ベニ ン リ 
ン G 200 U, 硫酸 スト レプ トマ イン ン 200 7 を 
含む ) で 5 回 洗浄 滅菌 し た . 感染 幼虫 を 0.05 ml 
中 300 隻 と な る 様 滅菌 ヘン クス 液 中 に 懸 濁し , 生後 
5 カ月 (135-165 g) の 16 匹 の 近 変 系 GN ハム ス 
ター の 左 回 丸 に 300 隻 宛 の 感染 幼虫 を 無菌 的 に 
21 ゲ ー ジ 針 を 用 いて 接種 し た . 右 宣 丸 に は 減 菌 バン 
クス 液 0.05 ml を 注入 し た . これ ら の 動物 の 内 8 
匹 を 感染 後 3。5, 7, 9, 11, 17, 26, 36 日 目 に 1 TE 
づつ 必殺 し, BASTHL, 10% ホ ル マ リ ン 液 で 固 
定 , パラフィン 包 埋 後 , 5 um 厚 さ の 連続 薄 切 標 
本 を 作製 し, へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 和 染色 を 行い , 
組織 像 を 観察 し た . 残り 8 匹 へ は 感染 後 2 日 目 よ り 


5 日 間 毎 日 1 回 diethylcarbamazine (DEC, スペ 
トニ ン ® 田辺 ) 300 mg/kg を 腹腔 内 へ 投与 し , 
前 群 の 必殺 日 と 合わ せ て 1 匹 づ つ 選 殺し , 同様 に 組 
織 標 本 を 作成 し た . 

糸状 虫 の 重 感染 時 に 於 ける 宿主 の 幼虫 に 対す る 反 
応 を 観察 する た め の 実 験 は 下記 の ご と く 計 画 し た 
まず 10 匹 の GN ハム スタ ー の 風 径 部 放 下 に B. 
pahangi 感染 幼虫 100 隻 宛 を 接種 し た . 接種 後 5 カ 
月 経過 し た 時 点 (この 時 点 で の これ ら の ハム スタ ー 
の 血 中 仔 虫 密度 は 3 一 128 隻 /20 cmm で あっ た ) で, 
左 国 丸 に 前 の 実験 と 同様 300 隻 の 感染 幼虫 を 接種 し 
た . これ ら の 内 5 匹 は 重 感染 後 3, 5, 7, 9, 11 日 目 
(CBRL, BLT し 標 木 を 作製 し た . 残り 5 匹 
は 重 感 染 後 , 2 日 目 よ り 前 述 の 実験 と 同じ 処方 で 
DEC 投与 を 行い , 感染 後 3 一 11 日 間 に 各 々 1 匹 層 
殺 後 , 組織 標本 を 作製 した. な お 右側 還 及 に つい て 
ih, ハン クス 液 0.05 ml 注入 に よる 還 丸 組織 の 変 
化 と , DEC 投与 群 で は DEC DRAME LIE 
す 影 響 を 検索 し た . 


実験 成績 

1 ハン クス 液 の み 注 入 に よる 皇 丸 組織 像 

ハン クス 液 0.05 ml 注入 後 3 日 目 の 加 丸 組織 を 
観察 する と , 加 丸 周辺 部 精細 管 の 圧 排 像 と 部 分 的 な 
精細 管 の 破壊 像 お よび 間 質 組織 間隙 の 拡大 が み ら れ 
D. これ ら の 変化 は 液 注入 に よる 加 丸 内 圧 上 昇 と , 
注射 針 に よる 裂傷 と 思わ れる . 液 注入 後 3 日 目 に は 
精細 管 破壊 部 に 組織 球 , リン パ 球 な どの 炎症 性 細胞 
EIER Sh, 5 日 目 に は この 部 は 不 完全 な 肉芽 
組織 に 変化 する . し か し 7 日 目 以降 必殺 の 各 動 物 の 
標本 で は 何ら の 病変 も みみ られ な か っ た . おそ らく た 
また ま 注 入 時 に 於 ける 精細 管 の 損傷 が な か っ た た め 
と 思わ れる . 


2 B. pahangi 感染 幼虫 を 接種 し た 帳 丸 組織 像 
内 丸 内 に 注入 され た 幼虫 の 大 部 分 は 指 丸 問 質 に 和み 
られ た . し か し 非常 に 稀 で は ある が 精細 管内 に も 幼 
虫 が み ら れ る . 感染 後 3, 5 日 目 の 標本 で は 観察 さ 
れ た 全て の 幼虫 に 対し て 宿主 の 組織 反応 は 全く み ら 
れ な か っ た . 7 日 目 以降 も 多く の 幼虫 に 対し て 組織 
反応 は み ら れ な い (Fig, 1) が , 一 部 の 虫 体 に は 
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下記 の ご と き 変 化 が 観察 され た . 即ち 7 日 目 で は 幼 
虫 の 周囲 に 好 中 球 を 主体 と する 急性 の 炎症 性 細胞 浸 
ig (この 像 を 呈す る 反応 を S LET) が み ら れ た 
り (Fig. 2), 或 は 忠 体 周明 に リン ペ 球 , BAA 
胞 を 主体 と し , 組織 球 , FLA, 異物 巨 細胞 を 
E UIGSZ (この 像 を 以後 S. と 略す ) が み ら れ 
た (Fig. 3). 

好 酸 球 の 浸潤 は S, S に 軽微 に み ら れ た に すぎ 
な い . これ ら の 組織 反応 の 中 心 に ある 虫 体 の 生死 の 
判断 は 組織 像 か ら は 困難 で あっ た . 9 日 目 の 標本 に 
み ら れ た 病変 は すべ て S。 の 像 を 星 し て いた . HB 
目 で は S の 像 も み ら れ た が , 躍 体 の 周囲 に 類 上 皮 
細胞 , 異物 巨 細胞 を 主体 と し , ok, 形質 細胞 
か ら な る 周囲 組織 と 境界 不明 瞭 な 肉芽 組織 形成 ( こ 
の 像 を Ss と 略す ) が 観察 され た (Fig 4). I7B 
目 の 標本 で は , Lid S, S。 の 像 に 加え 周囲 組織 よ 
DRAB IC aS SAI (この 像 を S。 と 略す ) 
が 観察 され た (Fig. 5). 

36 日 目 で は S, SS, の 像 が 観察 され た . 36H 
目 ま で の 観察 で は , 幼虫 が 存在 し な いと 思わ れる 部 
位 に は , 前 述 し た 液 注 入 に よる 機械 的 損傷 と 思わ れ 
る 病変 を 除い て は 特記 すべ き 組 織 の 変化 は 認め られ 
な か っ た . 


3 DEC RECA LH ADRIFT SSAA 
像 
先 に 著者 ら は DEC (xs B. pahangi 幼虫 
に 対し て も 殺虫 作用 を 有する こと を 報告 し た 
(Kimura et al, 1985). そこ で 本 研究 で は 虫 体 に 
対す る 拭 丸 の 組織 反応 が DEC に より どの 様 な 変 
化 を 受け る か に つい て 観察 し た . 感染 後 2 日 目 よ り , 
DEC を 投与 し 3 日 目 の 第 2 回 DEC 投与 後に 剤 検 
LRA AAR -BACL, 好 中 球 を 主体 と する 急性 
炎症 性 細胞 浸潤 S が 観察 され た . また な ん ら 組 織 
反応 を 受け な い 貝 体 も 多数 存在 する . SHA 
(DEC を 4 回 投写 され た ハム スタ ー) で も 同様 な 
像 が 観察 され た . 9 日 目 お よび 11 日 目 (DEC を 5 
回 投与 終了 後 3 日 , SAA) に 肉芽 形成 像 S。 K} 
び S. RRINE. 幼虫 が 存在 し な い 部 位 で は , 
前 述 し た 機械 的 損傷 と 思わ れる 病変 以外 は 認め られ 
な か っ た . ここ で み ら れ る 急性 炎症 像 , 肉芽 形成 の 
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Fig. 1. Brugia pahangi larvae in the interstitial tissue of the testis. 16 days after infec- 
tion. (H. E. staining, original magnification x 100). 

Fig. 2. Neutrophilic leucocyte exudation around larvae in the testicular interstitial tissue. 
7 days after infection. (H. E. staining, original magnification x 100). 

Fig. 3. Leucocyte, histiocyte and epithelioid cell infiltration with multinuclear giant cells 


around larvae. 7 days after infection. (H. E. staining, original magnification 
x 100). 


i 
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Fig. 4. Incomplete granuloma formation with multinuclear giant cells around larvae. 11 
days after infection. (H. E. staining, original magnification x 100). 
Fig. 5. Granuloma around larvae. 17 days after infection. (H. E. staining, original 


magnification x 100). 


組織 像 は 前 述 し た 非 治療 群 の 病変 と ほぼ 同様 で あっ 
た . な お 右 回 丸 組織 の 観察 に より , DEC OBA 
織 に 与え る 影響 を 調べ た が , 何ら 特記 すべ き 変 化 は 
認め られ な か っ た . 


4 重 感 染 時 に み ら れ る 幼虫 に 対す る 主 丸 組織 像 

この 実験 に 用 いた ハム スタ ー の 中 に は 持丸 内 に ご 
く 代 か で は ある が 成虫 及び 仔 虫 が 存在 する も る の が あ 
of. これ は 5 カ月 前 に 風 径 部 皮下 に 接種 し た 初 感 
oix 6525. 


本 項 で は 重 感染 時 に み ら れ る 幼虫 に 対す る 組織 反 
応 を 知る こと を 目的 と し て いる た め , 幼虫 の 存在 が 
確認 され た 病変 の 組織 像 に つい て の み 記 載 す る こと 
に する . 感染 後 11 日 目 ま で , 組織 反応 を 伴わ な い 多 
く の 幼 虫 が 還 丸 間 質 に 認め られ た . し か し 重 感 染 後 
9ー 7 BORAR, 一 部 の 幼虫 を 中 心 と し て 妊 中 
款 を 主体 と する 急性 炎症 性 細胞 浸潤 , 及び リン ペペ 球 。 
形質 細胞 を 主体 と し , 組織 球 , 類 上 皮 細 胞 , Bye 
細胞 を 混 じ た 病 変 (S, S) が 観察 され た . また 11 
日 目 の 標本 に は 境界 明瞭 な 肉芽 組織 S。 の 形成 が 観 
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Mkt. この 様 に 幼虫 の 周囲 に 浸潤 する 細胞 の 種 
頼 並 びに 組織 反応 の 程度 は 前 述 し た 初 感染 群 の も の 
と 異な る 点 は み ら れ な か っ た . 


5 BERE DEC 投与 を 受け た 時 に み ら れ る 幼 
Bacon 2 SOLAR 

重 感染 後 の 時 間 の 経過 に 伴う 組織 像 の 変化 は 
DEC を 投与 し て も , 全く 投与 し な い 前 述 し た 重 感 
染 非 治療 群 の 変化 と 同一 で あっ た . 


考 zx 

B. malayi ある い は B. pahangi Off Rie’ = 
し て いる スナ ネズ ミ ・ ハ ム ス タ ー・ ネ コ に お ける リ 
ン パ 管 , リン パ 節 の 病変 に つい て は 多く の 記載 が あ 
る (Schacher and Sahyoun, 1967; Ewert et al., 
1972; Ah and Thompson, 1973; Schacher ef al, 
1973; Gooneratne, 1973; Malone and Thompson, 
1975; Malone et 41,1976; 坂本 , 1980; Vincent 
et al, 1980; Klei et al, 1981, 1982; Sakamoto 
et al, 1985). 多様 な 病変 が 記載 され て いる が , 成 
cs 仔 虫 に 対す る 組織 反応 は 基本 的 に は 肉芽 腫 形 成 
で ある と いわ れる (Klei et al, 1981). 

本 研究 で は 先 に 著者 ら (Kimura et aL, 1984) が 
報告 し た B. pahangi 幼虫 の GN ^^^45—5X 
内 接種 法 を 用 いて , 現在 まで ほとん と 観察 の 報告 の 
な い 感 染 初期 の 組織 像 を 追求 し た . Te BRA. 
pahangi に と っ て 生理 的 な 寄生 部 位 と 考え られ る 
(Shigeno et al,1983; Ash and Riley, 1970; 
Malone and Thompson, 1975). 

感染 後 36 日 月 まで の 観察 の 結果 , BIO 55e 
丸 の 組織 の 反応 は , 急性 炎症 性 反応 と それ に 続く 肉 
芽 腫 の 形成 で ある こと が 明らか と な っ た . 我々 が 観 
窒 し た 肉芽 腫 の 形成 に 至る 浸潤 細胞 の 動態 は , Klei 
et al. (1982, 1986b) の B. pahangi 一 スナ ネズ スミ を 
用 いて の リン < 管 内 及び 腹腔 内 の 成虫 , 仔 虫 を 中 心 
に 形成 され た 肉芽 腫 形成 過程 と ほぼ 一 致す る . し か 
し 本 研究 で は Klei ら の 記し た 初期 反応 と は 異な る 
好 中 球 を 主体 と する 炎症 反応 が 先ず 虫 体 に 対 し て の 
組織 反応 と し て 起こ る こと を 明らか に し た . Klei 
ら は 慢性 期 の 動物 を 用 いた た め , 好 中 球 を 主体 と す 
る 初期 の 組織 反応 が 見 過ごさ れ た た めか , uu 


Klei ら が 観察 し た リン 管 , 腹腔 組織 の 虫 体 に 対 
する 組織 反応 と , 我々 が 観察 し た 囚 丸 の 虫 体 に 対す 
る 組織 反応 は いく ぶん 異な る の か も 知れ な い . 
糸状 虫 感染 に お いて も 好 酸 球 に よる 殺虫 メカ ニ ズ 
ム が 考え られ て いる . し か し 本 研究 で は 申 体 周囲 の 
好 酸 球 の 浸潤 は 軽微 で , DEC 投与 時 , 重 感染 時 に 
も 好 酸 球 の 病変 部 へ の 高度 な 浸潤 は 認め られ な か っ 
た . Vincent et al (1979) も スナ ネズ ミ を 用 いた 
Be, B. malayi 虫 体 を 中 心 と する 肉芽 腫 形成 過程 
に 好 酸 球 の 浸潤 は に な か っ た と 述べ て いる . 本 研究 の 
観察 結果 より 好 中 球 が 殺虫 に 関 硬 し て いる こと も 十 
分 考え られ る . ある い は 何ら か の 原因 で 傷害 され た 
フィ ラリ ア 幼 虫 か ら 好 中 球 遊 走 因 子 (Horii ef al, 
1986) が 放出 され 二 次 的 に 好 中 球 が 集まる と いう 可 
能 性 も 否定 で き な い . 

リン ペ 管 に 形成 され る 肉芽 腫 の 大 部 分 は 変性 し た 
虫 体 を 中 心 に 惹起 され る (Vicent et aL, 1980). 
本 研究 で は 団 丸 組織 中 の 虫 体 の 生死 を 判断 する こと 
は 出来 な か っ た . し か し 概して 全く 組織 反応 を 伴わ 
な い 虫 体 は 角 皮 内 部 器官 が 容易 に 確認 で き , 炎症 性 
細胞 が 周囲 に 浸潤 し た 虫 体 で は 器官 の 確認 は 困難 で 
bok. この こと に より 我々 の 標本 中 に み ら れ た 周 
囲 に 炎症 性 細胞 の 浸潤 を 伴っ た 虫 体 は 一 部 変性 ある 
い は 死滅 し た も の と 考え て いる . 従っ て 36 日 目 ま で 
の 観察 で 何れ の 時 期 で も 一 部 の 貝 体 を 中 心 と し た 急 
性 炎症 像 が 観察 きれ た の は この こと は 感染 後 時 間 の 
経過 と と も に 人 徐々 に 幼虫 が 死滅 し , それ に 対す る 組 
織 反 応 が 起こ っ た た め と 考え られ る . 

リン パ 管 で は 管内 の 変性 虫 体 を 中 心 と し た 肉芽 腫 
以外 に リン パ 栓 寒 , リン パ 管 災 , リン パ 管 周囲 炎 な 
ど 多 様 な 病変 が , 虫 体 の 寄生 部 位 あ る い は 虫 体 の 生 
死に 関係 な く 春 起 さ れる こと が 報告 され て いる . Z 
れ ら は DEC に よる 治療 や 虫 体 抗原 に よる 感 作 に 
ょ り 増 強 さ れる (HA, 1980; Vincent ef al., 
1980; Klei et al, 1982). 我々 の モデ ル で は 幼虫 
注入 時 に お こる 岩 丸 組織 の 注射 針 に よる 機械 的 損傷 
と 虫 体 を 中 心 と する 肉芽 腫 形 成 を 除い て は , 初 感染 
群 , DEC 治療 群 , いずれ の 例 に お いて ゃ 忠 体 と 直 
接 関 係 の な い 部 位 の 精細 管 お よび 問 質 に は 組織 学 的 
に 異常 は 認め られ な か っ た . 

今回 著者 ら が 報告 し た 所 見 (BARRACKS 40 


組織 反応 を 伴わ な い 虫 体 の 存在 と , 一 部 の 幼虫 を 中 
bE し た 肉芽 形成 ) は , リン 管内 で 成虫 , 仔 虫 を 
PINCH Sh SAFE CI URE CELA 
に ゃ 肉芽 が 形成 され る こと を 示し て いる . 今後 この 
モデ ル は 観察 に 際 し て 困難 の と も な う リ ン * 管 を 用 
いて の 病理 組織 学 的 研究 の 代わ り に 利用 され 得る も 
の で ある . 

DEC は B. pahangi OTH, M 期 幼虫 に 対し て 
も 殺虫 作用 を 有する (重野 ら , 1983; Kimura et 
al., 1985; Suwarto et al, 1985). そこ で 著者 ら は 
B. pahangi 幼虫 の 塁 丸 内 接種 を 受け た GN ハム ス 
ター に DEC を 投与 し , 幼虫 に 対す る 組織 反応 を 
HZL. DEC を 投与 し た ハム スタ ー の 組織 反 
応 の 形態 は , 対照 非 治療 群 と 違い は な い が 反 応 が 対 
照 群 より 数 日 早く ぐみ られ た . これ は , DEC に ょ よる 
殺虫 作用 の 結果 , Hui DEC に よる 細胞 付着 促進 
作用 (Chandrasekaran et al, 1980; King et al, 
1983) に よる も の か も し れ な い . 今後 追求 すべ き 問 
題 で ある . 

坂本 (1980) は ネ ュ を 用 いた 実験 で DEC 投与 
は リン ペ パ 管 の 病変 を 激化 する と 報告 し て いる . バン 
クロ フト 系 状 虫 症 患 者 で は DEC 投与 に より 精 系 
リン ペ 管 に 強い 炎症 反応 が 惹起 きれ る こと も 知ら れ 
て いる (Fig, 1952). し か し 我々 の 実験 系 で は 
DEC を 投与 し た 初 感染 へ ム ス タ ー, 重 感染 ハム ス 
ター は と も ゃ も に 還 丸 組織 に 非 治療 群 に 比 し 特に 異な る 
反応 は 認め られ な か っ た . 坂本 (1980) の 述べ る 如 
& DEC に よる 炎症 反応 の 増悪 は DEC の 強力 な 
殺 仔 虫 効果 に よる も の か 或 は リン ペ 管 に 特有 な 反応 
で あろ うら. 

糸状 虫 症 の 流行 地 の 住民 は , BRE, BROS 
り 返 し の 中 で 発症 に いた る の で , 実験 動物 を 用 いて 
多重 感染 に よる 組織 学 的 観察 も な され て いる . し か 
し 一 定 し た 結果 は 得 ら れ て お ら ず , 初 感染 より も 重 
感染 に よる 病変 が 軽度 の 例 (Klei ef al, 1981), 
差 の 認め られ な い 例 (Klei et al, 1986a), 重 感染 
に より 趣 化 する 例 (Simpson and Neilson, 1976) 
等 が 報告 され て いる . 本 研究 で は 前 記 研 究 と は 目的 
を 少し 異 に し , 初 感染 と 重 感染 の 感染 ルー ト を 違え 
る こと で 新た に 侵入 する 幼虫 に 対す る patent in- 
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fection と な っ た 宿主 の 反応 を 内 丸 組織 で 観察 し 
た . その 結果 重 感染 時 に 見 られ る 急性 炎症 像 か ら 肉 
牙 腫 形成 まで の 各 ス テー ジ に 於 ける 組織 像 は 初 感染 
に み ら れ る 像 と ほぼ 一 致し て いた . し か し 急性 炎症 
像 は 初 感染 例 よ り 早 く 惹 起 さ れ て いる . 観察 症例 数 
が 少な いた め に この 現象 が 宿主 が patent infection 
に ある た め の 免 疫 応 答 に よる も の か 否 か は 今後 検討 
すべ き 問 題 で ある . 


結 ESI 

GN ^aa -EAE B. pahangi 感染 幼虫 を 
直接 接種 し て , 感染 後 36 日 ま で 適時 動物 を 層 殺 , S2 
丸 を 摘出 し , 組織 標本 を 作製 し , 感染 初期 , 中 期 に 
お ける 加 丸 組織 の 幼虫 に 対す る 反応 を 観 窒 し た . 

零 丸 組織 内 の 多く の 幼虫 に は 全く 組織 反応 は み ら 
れ な か っ た . 一 部 の 虫 体 の 周囲 に は , 感染 後 7 日 目 
より 好 中 球 を 主体 と する 急 性 炎症 性 細胞 浸潤 が み ら 
nE. 以後 時 間 の 経過 と と も ふ に リ ンズ ペ 球 , 形質 細胞 
を 主体 と し , 組織 球 , 類 上 皮 細 胞 , 異物 巨 細胞 を 混 
じ た 病 変 (慢性 炎症 性 病変 ), 更に 肉芽 腫 形成 へ と 
進行 する . し か し いづ れ の 時 期 で も 好 酸 球 の 浸潤 は 
軽微 で あっ た . 幼虫 の 存在 し な い 部 位 に は 幼虫 接種 
に と も な う 機 械 的 損傷 以外 に は 特記 すべ き 組 織 の 変 
化 は 認め られ な か っ た . 

この モデ ル を 用 いて , MAREK DEC を 投与 
し た 場合 に み ら れ る 幼虫 に 対す る 反応 と 重 感染 時 に 
お ける 宿主 の 幼虫 に 対す る 反応 も 観察 し た が , 基本 
的 に は 初 感染 非 治療 群 と 組織 学 的 に は 違い は 認め ら 
れず 免疫 反応 の 関与 は 明確 で な か っ た . 

GN ^A^2 RAAZ B. pahangi 幼虫 を 接種 
する と , mfbusAWNCEREEXLZoc この 感染 法 
は 経時 的 研究 を 行う 場合 非常 に 便利 で ある . 今回 , 
リン パ 管 で み ら れ る 様 な 多様 な 病変 (特に 虫 体 の 存 
在 と 直接 関係 な い 病変 ) は 観察 され な か っ た が , # 
丸 組織 で は , リン 管内 で 成虫 , 仔 虫 を 中 心 に 形成 
され る 肉 牙 腫 と ほぼ 同じ 経過 で 幼虫 に 対し て 肉芽 腫 
が 形成 され る こと が 明か と な っ た . し た が っ て 虫 体 
その も の に 対す る 組織 反応 を 観察 する に は 単純 な 実 
験 未 と し て 回 丸 は 格好 の 臓器 で ある と 考え られ る . 
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